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⼩型家電リサイクルへの取組み

ニッコー･ファインメック株式会社
代表取締役 ⼩野寺 真澄
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⼩型家電リサイクル処理フロー
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⼩型家電リサイクル NIKKOの特徴①

 東北6県の産業廃棄物収集運搬
ルートで当社ドライバーが回収

 ⾃治体担当者や処分場現場の意
⾒がくみ取りやすい

 発⽣量が少ないので東北におい
て「ついで回収」で⼗分対応可

・
岩⼿県⼀関市

⾃治体 NIKKOドライバー



⼩型家電リサイクル 取組の問題
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 契約品⽬を４分類して、どこまで取り組むかを⾃
治体と相談。
メニューは「有償」OR「無償」OR「逆有償」

➡逆有償なら「取り組みません」が回答
逆有償はやむを得ないとう認識はない。

 ステーション回収の取組で前年の
２倍量になっている⾃治体や、全
品⽬を扱いたいという意⾒もでて
きている。
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⼩型家電リサイクル NIKKOの特徴②

 貴⾦属の回収と精錬。⾼品位の部材
はNIKKO⼯場でインゴットにして売却。

➡携帯電話やPCの個数減少や貴⾦属品
位低下により採算性が難しい

➡貴⾦属、レアメタルの含有量は微量
だが資源相場が不安定。



⼩型家電リサイクル 取組の問題
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 電池を外すという前処理が⽋かせない。防⽔等
の理由により⼩型家電の電池は年々外しにくい
し、構造的に⾒つけにくい。

 取りこぼしがあるという前提で破砕をする。
⽕災発⽣により、ラインが⽌まる。

➡前処理に⼿間がかかる。均⼀作業ではないた
めロボット化もできず、⼈件費労務費の上昇で
コストアップ。
➡常に⽕災という危険と隣り合わせで、⽕災発
⽣するとラインが⽌まり、損失も⼤きい。



⼩型家電リサイクル 取組の問題
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 プラスチックの処理
➡関東のプラが東北に流れ、処理単価が⾼騰して
いる。さらなるコスト⾼。

 ⾼度リサイクルに向けた取り組み
➡プラの種類が多く、選別が困難。再⽣材原料に
むけるためには設備投資と受⼊れ側（コンパウン
ダー）の協⼒が必要。
➡⼿ばらしをすれば可能性はあるが、
⼈件費労務費過多で⾮現実的。
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チャリティイベント・環境イベント

 集まった⼩型家電の資源換算⾦額を寄付など
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⾃治体の取組例
公共機関の回収
ボックスには勤
務時間と重なり
活 ⽤ で き な い

⼀関市 協⼒事業所⾷堂内

従業員100⼈以上の⺠間協⼒事業所
にボックスを定期的に交替して設置



事前申込回収（企業⽀店回収）

回収依頼書を⽀店
毎にまとめてニッ
コーへＦＡＸを送
る。
回収予定⽇を当社
から連絡。（依頼
から○⽇以内） 社員の皆様が

「こがたかで
ん回収依頼
書」に記載し
て現物添付で
⼩型家電を各
⽀店持込。ドライバーが

回収引取



事前申込回収（医療機関ルート）

医療機関の皆様が
「こがたかでん回
収依頼書」を記載
ニッコーへＦＡＸ
を送る。
回収予定⽇を当社
から連絡。

ドライバーが
医療廃棄物と
同時回収



12

親⼦リサイクル教室 in ⾼専



教育機関で回収（ホストタウンメダルP）
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盛岡市内⼩⾼
563校で携帯電話をボックス回収
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